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【結果 1】6/7 区から回答が寄せられ、「保護者に児の発達段階を説明する資料が欲しい（ 8
件）  」など保健師が発達支援を行う際に使用する媒体の開発が求められていることがわ
かった。  
【方法 2】ST3 名が月 1 回開催される 1 歳 6 カ月健診事後フォローグループに介入した。（計
8 回） 





【方法 3】保健師と ST が共同で「コミュニケーション」「ことばの理解」に関するリーフ
レットを作成し、保健師 71 名に使用を促した。3 ヶ月後、使用状況や感想などリーフレッ
トに関する評価を目的として質問紙調査を実施した。  
【結果 3】1）ことばの発達に関する助言に困っている人は約 8 割。2）約 4 割が使用し、
保健師経験年数別の使用率は、 4 年未満は約 3 割、11 年以上が 6 割と経験年数の高い人が
積極的に使用していた。3）使用場面：一番多かったのは「家庭訪問」。4）役に立ったと感
じている人は約 7 割。5）今後、使用したい人は約 9 割。6）使用方法に関する研修会を希
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